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論文内容の要旨
本論文で取り扱うのは下記の型をした作用素であるo
一 (-ß)α川ル{S Rd'" {o} {削f〆内(ω川x
但し， α は o <infα(x) ， supα (x) < 2 ，を満たすRd上の関数で， ωα(ρ (x) はこの作用素の表象一|引 αω に対す
る Léuy-Khintchine 公式を通じて定まる α (x) の関数であるo この型の作用素には α が Dini 連続のとき，純飛躍
型の Mαrkou 過程が対応することは Bαss によって示されており，我々はこの過程を指数α をもっ安定的 Mαrkou 過
程と呼ぶ。
本論文では， α が無限回微分可能で全ての導関数が有界であると仮定したとき，対応する安定的 Markou 過程 X
が推移密度関数をもち また安定過程の t= 0 の近傍での挙動についての Blumenthal と Getoor の結果をこの場合
に拡張出来ることを示した。
密度関数の存在は作用素-(ーム)αω/2 はその表象が滑らかでないので まず無隈回微分可能な関数φ で
- (ーム)αω/2 の Léuy 測度の台を限定して作った作用素L申を考え，それに対応する純飛躍型Mαrkou 過程 Xφ の推
移密度関数を構成し これと Mαrkou 過程に対する局所的議論を用いて証明した。 Lφ を疑微分作用素とみなすと，
その表象仰は有界関数 α を次数にもつ Hormαnder クラス Sl~ð ( δ は 1 より小さい任意の正数)に属する。これは
通常の定数を次数にもつ Hormander クラスの自然な拡張であるO 表象が有界関数を次数にもつ疑微分作用素に対し
ても，次数が定数のときに展開されている α1gebra と漸近展開公式に関する基本定理はそのまま拡張できる。更に，
P申は次数が関数にもかかわらず (H) ー条件を満たすことが分かる。これらのことから放物型発展方程式の初期値問
題θt-Lφ=0 に対して疑微分作用素の意味での基本解 E( ・)を構成することが出来る。この基本解 E(t) は t>O
のときσ-核表示が可能なので，その核関数をK (t， x，y) とする O んに関する Martingαle 問題の ， xを出発点とする
解Px; と，無限回微分可能で compαct な台をもっ関数 φ に対し，
E (t) φ (x) = f K (t ， x，y) φ (y) dy=Ex [φ (X(t))] 
が成立する O このことより L申に対する Mαrtingαle 問題の解の一意性が示されたことになり ， K (t， x，y) が X告の推
移密度関数であることが分かる O
X の t=O の近傍で、の挙動については次の結果を得た。 Rd の点 x を任意に固定すると，
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(1) もし α (x) <ß ならば
Px~訊IX(t)-x I/tl/ﾟ =0) = 1 , 
(2) もし O<ß< α (x) ならば
Px(liF53PlX(t)-x|/tI/β= ∞) = 1, 
となる。これらのことを証明するには Xφ について考察すれば十分であるO 一般には Xφ は加法過程でない。そこで
Khintchine の判定条件を標準過程にも適用出来るように一般化し，それを Xφ に適用して(1)を示す。 (2)の証明は，
7>0 とし ， e (t ,x, f) を E (t) の表象とすると ， t- l/γ(Xφ (t) -x) の特性関数が e (t ,x,c 1/7 f) となることに
着目して行う。
論文審査の結果の要旨
安定的 Mαrkov 過程は対称安定過程の拡張で，その生成作用素が L=-(-ß)山)/2 で与えられる純飛躍型の
Mαrkov 過程をいう (0<α (x) < 2)。近年Bαss らによって一般な存在定理が証明された。
本論文において根来君は安定的 Mαrkov 過程X について (i) 推移密度関数が存在する ， (ii) 安定過程の見本過程
の挙動に関する Blumenthαl-Getoor の定理が拡張される O という 2 つの重要な結果を得たが，証明の本質的部分は
次の補助的 Markov 過程を構成することにある。すなわち L に対応する Lévy 測度を C関数φ によって制限した測
度を L évy 測度とする作用素と Mαrkov 過程を Lφ ，X{þ とする。 Lφ に対しては疑微分作用素論が適用でき，
(ii) Xφ は C。の推移密度関数をもつことが示されるo さらに (iv) X申は Xの pαrt であることも示される O
以上，根来君の研究は安定的 Markov 過程の基本的性質を解明したものであり，確率論および解析学の研究に貢献
するところ大である。よって本論文は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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